
「出雲市松くい虫防除検討会議」委員 「
出
雲
市
松
く
い
虫
防
除
検
討
会
議
」を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
ち
上
げ
ま
し
た

●
ス
ミ
パ
イ
ン
Ｍ
Ｃ

　
　

ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
で
で
き
た
マ
イ
ク
ロ
カ
プ
セ
ル
（
Ｍ

Ｃ
、
平
均
径
１
０
０
０
分
の
18
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
の
中

に
ス
ミ
パ
イ
ン
と
い
う
薬
剤
を
包
み
込
ん
だ
殺
虫
剤
。

有
効
成
分
は
フ
ェ
ニ
ト
ロ
チ
オ
ン（
Ｍ
Ｅ
Ｐ
）で
23
・
５
％

●
フ
ェ
ニ
ト
ロ
チ
オ
ン

　
　

有
機
リ
ン
系
殺
虫
剤
の
一
種
。
別
名
Ｍ
Ｅ
Ｐ
、
商

品
名
ス
ミ
チ
オ
ン
な
ど
。

●
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

　
　

自
動
車
や
工
場
な
ど
か
ら
大
気
中
に
排
出
さ
れ
る｢

炭

化
水
素｣

や｢

窒
素
酸
化
物｣

が
太
陽
光
線
（
紫
外
線
）

を
受
け
、
光
化
学
反
応
を
起
こ
し
て
で
き
た
オ
ゾ
ン
な

ど
の
「
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
」
を
呼
ぶ
。「
光
化
学

ス
モ
ッ
グ
」
は
日
差
し
が
強
く
、
気
温
が
高
く
、
風
が

弱
い
な
ど
の
気
象
条
件
が
重
な
っ
た
場
合
に
、
発
生
し

や
す
い
。「
目
が
チ
カ
チ
カ
す
る
、
痛
い
、
か
ゆ
い
、

涙
が
出
る
」、「
の
ど
が
痛
い
、
い
が
ら
っ
ぽ
い
、
咳
が

出
る
」
な
ど
の
症
状
が
現
れ
る
場
合
が
あ
る
。

●
ア
レ
ル
ゲ
ン

　
　

ア
レ
ル
ギ
ー
と
は
、
免
疫
反
応
が
、
特
定
の
抗
原

に
対
し
て
過
剰
に
起
こ
る
こ
と
を
い
う
。ア
レ
ル
ギ
ー

を
引
き
起
こ
す
環
境
由
来
抗
原
を
特
に
ア
レ
ル
ゲ
ン

と
呼
ぶ
。
花
粉
症
の
原
因
と
な
る
花
粉
、
通
年
性
ア

レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
や
気
管
支
喘
息
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
の
原
因
と
な
る
室
内
塵
（
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
）
な

ど
で
あ
る
。

●
疫
　

学

　
　

集
団
に
お
け
る
病
気
の
頻
度
か
ら
、
そ
の
病
気
の

原
因
や
関
係
す
る
要
因
を
解
析
す
る
学
問
で
あ
る
。

通
常
、
一
つ
の
病
気
に
多
く
の
要
因
が
関
係
す
る
た

め
、
多
変
量
解
析
と
い
う
統
計
方
法
が
用
い
ら
れ
る
。

　

被
害
の
訴
え
が
空
中
散
布
直
後
か
ら
発
生
し
、そ
の

範
囲
も
限
定
的
で
あ
り
、ア
レ
ル
ギ
ー
性
で
な
い
臨
床

知
見
が
存
在
す
る
こ
と
や
花
粉
や
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
が
当
日
の
み
増
加
し
て
い
た
と
の
観
測
デ
ー
タ
が
な

い
。

　

当
日
の
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
濃
度
は
９
時
〜
19
時

に
環
境
基
準
値
を
超
え
て
い
る
が
、２
、３
日
前
に
も
、

よ
り
高
い
濃
度
を
記
録
し
て
い
る
こ
と
や
、当
日
に
松

江
や
浜
田
で
も
同
様
の
濃
度
が
記
録
さ
れ
て
い
る
な

ど
、関
連
の
一
致
性
が
認
め
ら
れ
な
い
。

　

明
確
な
科
学
的
事
実
は
な
い
が
、右
記
の
理
由
か
ら

総
合
的
に
判
断
す
る
と
農
薬
と
の
因
果
関
係
が
あ
る
と

考
え
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。ま
た
、農
薬
以
外
に
一
次

刺
激
性
を
誘
発
す
る
よ
う
な
化
学
物
質
の
候
補
が
見
つ

か
ら
な
い
。

　

し
か
し
、ス
ミ
パ
イ
ン
Ｍ
Ｃ
の
眼
刺
激
性
の
検
査
結

果
と
推
定
曝
露
量
に
開
き
が
あ
り
す
ぎ
る
こ
と
、今
回

の
患
者
の
中
に
は
農
薬
散
布
前
か
ら
症
状
を
訴
え
て
い

た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、昨
年
ま
で
の
空
中
散

布
と
の
違
い
を
明
確
に
説
明
で
き
な
い
な
ど
、全
て
を

農
薬
に
特
定
で
き
な
い
事
実
も
あ
る
。ま
た
、疫
学
的
解

析
か
ら
は
農
薬
と
何
ら
か
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
、ま
た
は
刺

激
性
を
有
す
る
化
学
物
質
に
よ
る
複
合
要
因
の
可
能
性

も
あ
る
。

　

た
だ
し
、眼
刺
激
性
の
検
査
結
果
に
つ
い
て
は
、眼
科

医
か
ら
試
験
方
法
が
不
適
切
で
あ
り
信
頼
で
き
な
い
と

の
指
摘
が
あ
っ
た
。

　

農
薬
以
外
の
原
因
候
補
物
質
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
花

粉
、黄
砂
、オ
キ
シ
ダ
ン
ト
等
は
い
ず
れ
も
散
布
当
日
を

境
に
大
き
く
変
動
し
て
い
る
事
実
が
な
く
、こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
原
因
物
質
と
し
て
は
否
定
さ
れ
、且
つ
広
範
囲
に

散
布
薬
剤
が
飛
散
し
て
い
る
こ
と
、散
布
地
域
か
ら
遠
い

と
こ
ろ
ほ
ど
被
害
が
少
な
い
こ
と
、散
布
薬
剤
中
の
ス
ミ

チ
オ
ン
に
は
眼
刺
激
性
が
あ
る
こ
と
、こ
れ
ま
で
に
も
他

所
で
も
同
様
の
健
康
被
害
が
農
薬
の
空
中
散
布
後
に
発

生
し
て
い
る
こ
と
等
を
考
え
る
と
、被
害
発
生
要
因
と
し

て
農
薬
の
空
中
散
布
以
外
に
考
え
ら
れ
な
い
。

　

健
康
被
害
発
生
要
因
が
農
薬
空
中
散
布
で
あ
る
と
す

る
こ
と
は
、米
国
公
衆
衛
生
局
諮
問
委
員
会
の
疫
学
的

因
果
関
係
に
つ
い
て
の
五
つ
の
判
断
基
準
①
関
連
の
時

間
性（
空
中
散
布
後
に
発
生
し
て
い
る
）、②
関
連
の
強

固
性（
被
害
発
生
率
の
距
離
依
存
性
が
あ
る
）、③
関
連

の
特
異
性（
広
範
囲
の
地
域
か
ら
フ
ェ
ニ
ト
ロ
チ
オ
ン

が
検
出
さ
れ
て
い
る
）、④
関
連
の
整
合
性（
フ
ェ
ニ
ト

ロ
チ
オ
ン
に
眼
刺
激
性
が
あ
る
）、⑤
関
連
の
一
致
性

（
他
所
で
も
同
様
の
被
害
が
発
生
し
て
い
る
）を
充
た
し

て
お
り
、疫
学
的
に
妥
当
な
結
論
で
あ
る
。

　

昨
年
と
の
違
い
は
散
布
終
了
時
間
が
約
20
分
遅
れ

（
長
浜
地
区
の
散
布
終
了
時
刻
７
時
46
分
）、強
い
西
北

西（
昨
年
は
北
北
西
）の
風
が
吹
き
始
め
た
時
間
と
通
学

時
間
帯
に
か
か
っ
た
こ
と
、散
布
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

搭
載
能
力
が
小
さ
く
な
っ
た
た
め
、吐
出
圧
が
高
く

な
っ
て
小
粒
径
の
薬
剤
が
増
え
遠
く
ま
で
飛
散
し
た
可

能
性
や
カ
プ
セ
ル
が
破
壊
さ
れ
た
可
能
性
、な
ど
が
あ

げ
ら
れ
る
。

　

農
薬
を
原
因
と
す
る
に
は
推
定
曝
露
量
が
環
境
省
の

航
空
防
除
農
薬
気
中
濃
度
評
価
値（
フ
ェ
ニ
ト
ロ
チ
オ

ン
、10
　
　
　

）に
比
べ
て
低
す
ぎ
る
。ま
た
、フ
ェ
ニ
ト

ロ
チ
オ
ン
の
ラ
ッ
ト
４
週
間
反
復
吸
入
毒
性
試
験
の
眼

科
学
的
検
査
で
は
8
　
　
　

で
影
響
が
な
く
、眼
刺
激

性
は
極
め
て
低
い
に
も
関
わ
ら
ず
多
く
の
眼
症
状
が
訴

え
ら
れ
て
い
る
。さ
ら
に
、発
症
率
は
散
布
地
に
近
い
浜

山
中
学
校
と
大
社
高
等
学
校
で
高
い
が
、他
の
学
校
を

含
め
た
多
変
量
解
析
の
結
果
で
は
、散
布
地
域
か
ら
の

距
離
と
の
間
に
関
連
性
が
認
め
ら
れ
な
い
。

　

疫
学
的
視
点
か
ら
の
統
計
解
析
結
果
か
ら
は
ア
レ
ル

ギ
ー
と
の
関
連
性
が
最
も
高
か
っ
た
が
、花
粉
飛
散
量

の
デ
ー
タ
が
な
い
。ま
た
、臨
床
知
見
と
し
て
明
ら
か
に

ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
で
は
な
い
眼
症
状
が
存
在
す

る
。

　

ま
た
、光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
に
つ
い
て
は
①
に
述

べ
た
理
由
で
こ
れ
を
原
因
と
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ

る
。

　
　
　
　

 

こ
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①「
農
薬
空
中
散
布
が
原
因
で
あ
る
可
能
性
を

　
  

否
定
で
き
な
い
」

②「
農
薬
空
中
散
布
が
原
因
」

開催スケジュール

③「
原
因
を
特
定
で
き
な
い
」

　

こ
の
報
告
を
受
け
て
市
で
は
、「
出
雲
市
松
く
い
虫
防

除
検
討
会
議
」
を
10
月
３
日
に
設
置
し
、
松
林
を
松
く

い
虫
被
害
か
ら
守
る
た
め
、
そ
の
防
除
対
策
の
総
合
的

か
つ
具
体
的
検
討
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

松
く
い
虫
被
害
に
有
効
な
防
除
対
策
、
有
効
な
森
林

保
全
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
年
内
に
市
長
へ
答
申
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

委
員
の
皆
さ
ん
と
、
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
と

お
り
で
す
。

■１０月３日：出雲市松くい虫防除検討会
議の設置、第1回検討会議の開催

　◎委員の委嘱、会長の選出、副会長の指名
　◎諮問書の伝達
　◎健康被害原因調査委員会報告
　◎意見交換
■１０月中旬：第２回検討会議の開催
　◎意見交換
■１０月下旬：第３回検討会議の開催
　◎防除対策について協議
■１１月上旬：第４回検討会議の開催
　◎答申（案）について協議
■１１月中旬：第５回検討会議の開催
　◎答申の確認　　◎市長への答申

用

語

説

明

㎎
／
㎥

㎍
／
㎥

ば
く
ろ
り
ょ
う

お
た
ず
ね
：
農
林
政
策
課（
☎
㉑
６
５
８
２
）

分　　野 氏　　名 所　属　等

学識経験者

森林団体

林業団体

商工団体

農業団体

漁業団体

市民団体

防除推進員

地域団体

行　政

吉田　成章

片桐　成夫

周藤　成次

勝部　治良

田部　昌徳

寺本　節裕

福間　泰正

岡田　達文

安喰ヒロ子

木佐　宏

松浦　絹子

倉塚　香織

佐々木日出子

錦織　文子

鎌田　勉

原　満千男

今岡　充

福田　祥典

林　要一

山根　貞

清水　孝一

鳥屋原敏夫

三原　諟

入江紀久男

菅田　勲

長岡　秀人

元森林総合研究所九州支所長

島根大学生物資源科学部教授

（生態環境科学科森林環境学講座）

島根県立農業大学校教授（森林管理科）

出雲市樹医センター樹医

出雲地区森林組合常務理事

出雲市林業振興協議会会長

出雲商工会議所専務理事

いずも農業協同組合常務理事

JFしまね女性部

平田・松枯れと空中散布を考える会

出雲モナリザの会代表

島根くらしといのちのネットワーク

出雲市連合婦人会会長

環境を考える女性の会会長

出雲北地区　松くい虫防除推進員

平田地区　松くい虫防除推進員

佐田地区　松くい虫防除推進員

大社地区　松くい虫防除推進員

出雲地域自治協会連絡協議会会長

平田地域自治協会連絡協議会会長

佐田地域振興協議会会長

多伎町連合自治会会長

湖陵町区会連合会会長

大社町町内会長連合会会長

島根県東部農林振興センター

出雲事務所林業部長

出雲市副市長
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